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最新の
情報は
大学HPで。

☞

実践教育で地域とともに未来つくる実践教育で地域とともに未来つくる

　明けましておめでとうござ

います。本年もどうぞよろし

くお願い申し上げます。

　1989年４月１日に石巻圏域

唯一の高等教育機関として創

立した本学は、お陰様でこの

４月に創立37年目を迎えま

す。関連する皆様方のご支援

の賜物と心より感謝申し上げます。

　本学は建学の精神「社会に対する報恩奉仕」

の下、21世紀ビジョン「社会知性の開発」を理念

として掲げ、「社会の諸問題に、自分の役割を自

覚して取り組むために、生涯にわたって学び続

けることができる人材」を育成します。そのた

めに、社会実践教育〝ISHINOMAKI is CAMPUS〟
を全学的に実践し、学生一人一人に適した「学

生を基本に据えた大学づくり（学生第一主義）」

を目指しています。

■ 第２次中長期ビジョンを設定

　創立30周年を機に設定した第１次中長期ビジ

ョンに基づいて、社会の諸課題解決に活用でき

る知識・技能を修得した人材の育成を実践して

きました。それを発展的に継承し達成度のさら

なる向上を目指して、今後５年間を見据えた第

２次中長期ビジョン（2025～2029年度）を設定し

ました。

　本ビジョンでは、次の七つの行動目標を定め

ました。

① 学生支援の強化による学生活動実績の向上
� （活気あるキャンパスづくり）
② 地域連携による社会実装と地域教育の強化
③ 社会実践教育の全学的な拡充
④ 収容定員充足に向けた教学改革と入試改革
　 の一体的な推進
⑤ 少子化を乗り切る魅力ある教育組織の新編
⑥ 教職協働の実現に基づく大学改革の推進
⑦ 財務の健全化に向けた対応

第２次中長期ビジョン七つの行動目標

　各行動目標には行動計画と指標・要点を設定

して、この組織目標に従う年次進行のロードマ

ップ・行動項目を準備し、達成状況を的確に評

価することで、内部質保証の活動（ＰＤＣＡサ

イクル）を円滑に運用する所存です。

　さらに第２次中長期ビジョンでは、ここまで

本学が掲げてきた大学ブランドスローガン「地

域に根差して世界に尖がった大学」を大切に継

承しつつも、「学生を基本に据えた大学づくり」

と「社会から真に評価される大学への転換」を

両輪として、地域とともに未来をつくるサブス

ローガンを盛り込みました。

【大学ブランドスローガン】
「地域に根差して世界に尖がった大学」
～地域とともに学生と地域社会の未来をつくり、
社会から真に必要とされる大学を目指す～

■ 社会知性で地域課題を解決

　本学は、理工・経営・人間の３学部を基盤と

した多様な学問領域を有する総合大学の特色を

生かし、文理横断型の教育研究活動や社会知性

で地域課題を解決します。教員が研究活動に基

づいた実践的な授業を展開し、〝ISHINOMAKI is 
CAMPUS〟に基づいて学生の皆さんが地域社会
の諸課題に取り組み、その成果を世界に発信す

る「地域に根ざして世界に尖がった大学」を目

指していきます。

　本年も皆様方のご支援・ご鞭撻のほど、よろ

しくお願い申し上げます。

尾池 守 石巻専修大学長年頭の抱負

　
２
０
２
４
年
度
の
公
立
学

校
の
教
員
採
用
試
験
に
理
工

学
部
１
人
、
人
間
学
部
６
人

の
計
７
人
が
合
格
し
た
。
ま

た
、
公
立
保
育
士
試
験
に
は

人
間
学
部
の
４
人
が
合
格
し

た
。
合
格
者
の
氏
名
は
別
表

参
照
。

　
本
学
で
は
「
保
育
士
・
教

員
養
成
セ
ン
タ
ー
」を
設
け
、

保
育
士
や
教
員
を
目
指
す
学

生
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ポ
ー
ト
を
展
開
。
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
学
生
が
、
担
当
教

員
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
実

力
を
み
が
き
、
採
用
試
験
を

突
破
し
て
い
る
。
今
年
度
の

合
格
者
も
「
先
生
方
の
熱
心

な
サ
ポ
ー
ト
が
と
て
も
心
強

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
寄

せ
て
い
る
。

　
合
格
者
た
ち
は
12
月
19

日
、
尾
池
守
学
長
に
合
格
を

報
告
し
た
。
尾
池
学
長
は
、

「
教
育
者
と
し
て
、
生
涯
学

び
続
け
る
人
材
を
育
成
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉
を

送
っ
た
。

　
人
間
学
部
３
年
次
の
中
山

さ
く
ら
さ
ん
（
宮
城
県
築
館

高
）
と
大
樂
未
咲
さ
ん
（
福

島
県
郡
山
東
高
）
が
石
巻
市

と
協
働
し
、「
第
23
回
み
や
ぎ

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」（
ｋ

ｈ
ｂ
東
日
本

放
送
主
催
）

の
応
募
作
品

を

制

作

し

た
。

　
宮
城
県
内

の
各
自
治
体

が
地
元
の
魅

力
を
表
現
・

発
信
す
る
Ｃ

Ｍ
コ
ン
テ
ス

ト
。
４
月
か

ら
約
５
カ
月

間
、
二
人
は
石
巻
市
と
の
打

合
せ
、
絵
コ
ン
テ
制
作
、
学

内
外
で
の
ロ
ケ
ハ
ン
、
撮

影
、
編
集
な
ど
に
奔
走
。
小

林
菜
々
美
さ
ん
（
理
工
２
・

秋
田
県
聖
霊
女
子
短
大
付
属

高
）、
田
口
育
さ
ん
（
理
工

１
・
秋
田
県
秋
田
令
和
高
）、

佐
々
木
真
斗
さ
ん（
経
営
１
・

岩
手
県
宮
古
商
工
高
）
の
協

力
も
得
な
が
ら
、『
マ
ン
ガ

の
街
・
石
巻
』
と
題
し
た
30

秒
Ｃ
Ｍ
を
完
成
さ
せ
た
。

　
11
月
23
日
、
ｋ
ｈ
ｂ
東
日

本
放
送
ぐ
り
り
ホ
ー
ル(
仙

台
市)

で
開
か
れ
た
審
査
発

表
会
で
は
、
中
山
さ
ん
と
大

樂
さ
ん
が
登
壇
し
、
作
品
紹

介
を
行
っ
た
。
惜
し
く
も
入

賞
は
逃
し
た
も
の
の
、
チ
ー

ム
で
取
り
組
ん
だ
制
作
作
業

や
市
民
と
の
交
流
は
貴
重
な

経
験
に
な
っ
た
。

　
中
山
さ
ん
は
、「
石
巻
市

　
人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

保
育
学
研
究
室
（
指
導
‥
高

橋
有
香
里
特
任
准
教
授
）
と

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
Ｌ

Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｙ
（
ラ
ブ
ラ

リ
ー
）」が
12
月
22
日
、
イ
オ

ン
モ
ー
ル
石
巻
で
親
子
向
け

イ
ベ
ン
ト
を
初
開
催
し
た
。

多
く
の
家
族
連
れ
が
来
場

し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ク
リ
ス
マ
ス
ス
テ
ッ
キ
づ
く

り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
イ
ベ
ン
ト
名
は
「
親
子
で

知
ろ
う
睡
眠
の
こ
と
〜
読
み

聞
か
せ
と
展
示
〜
」。学
生
８

人
が
学
年
・
学
科
の
垣
根
を

超
え
て
協
力
し
な
が
ら
、
企

画
、
準
備
、
運
営
を
担
っ
た
。

当
日
は
、
保
育
実
習
な
ど
で

の
学
び
を
生
か
し
、
絵
本
や

紙
芝
居
、
眠
り
を
誘
う
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
披
露
し
た
。

　
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
お
す

公立学校教員採用試験
中学校（理科） 
岩井 翔 理工・岩手県千厩高
小学校
杉浦 康悦 人間・山形県山形城北高
守 美久 人間・宮城県石巻西高
上野 叶生 人間・宮城県東北学院榴ケ岡高
菅原 音々 人間・宮城県岩ケ崎高
高橋 愛望 人間・宮城県岩ケ崎高
藤垣 さくら 人間・秋田県大館鳳鳴高

公立保育士試験
千葉 こはる 人間・宮城県石巻西高
松井 花鈴 人間・宮城県聖ウルスラ学院英智高
高橋 里奈 人間・秋田県大曲高
加賀 悠一郎 人間・クラーク記念国際高

※敬称略。氏名に続き学部・出身高。学年は４年次

公立教員採用試験・公立保育士試験
11
人
が
合
格

す
め
絵
本
の
展
示
コ
ー
ナ
ー

も
設
置
し
た
ほ
か
、
手
作
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
り
、
来
場
者
と
交
流
を

深
め
た
。

　
保
育
学
研
究
室
の
松
井
花

鈴
さ
ん
（
４
年
次
・
宮
城
県

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
）

は
、「
未
就
学
児
か
ら
小
学
生

ま
で
、
相
手
に
合
わ
せ
て
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
」
と
、
充
実
し
た

一
日
を
振
り
返
っ
た
。
図
書

館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
橋
空

さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城
県
気

仙
沼
向
洋
高
）
は
、「
今
後
も

こ
の
よ
う
な
コ
ラ
ボ
企
画
を

続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

は
優
し
く
す
て
き
な
人
が
た

く
さ
ん
い
る
街
。
活
動
を
通

じ
て
、
市
民
の
方
々
の
温
か

さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
振

り
返
っ
た
。
大
樂
さ
ん
は
、

「
皆
で
作
る
楽
し
さ
や
達
成

感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
経
験
を
今
後
の
学

生
生
活
に
生
か
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

尾池学長（前列中央）に合格を報告した学生と指導教員ら

審査会に参加した中山さん（左）と大樂さん

制
作
し
た
30
秒
Ｃ
Ｍ

紙芝居の読み聞かせを行う学生

宮
城
県
教
員
採
用
試
験（
小
学
校
）

上
野 

叶
生
さ
ん

　
普
段
の
学
生
生
活
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
か
ら
得
た
経
験
が
、
合
格
と

い
う
結
果
に
結
び
つ
い
た
と
感
じ
て

い
る
。
教
員
と
し
て
の
目
標
は
、
子

ど
も
と
の
間
に
壁
を
つ
く
ら
な
い
こ

と
。
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
話
を
し
た

り
し
て
信
頼
を
得
た
い
と
思
う
。

仙
台
市（
保
育
士
）

千
葉 

こ
は
る
さ
ん

　
途
中
で
挫
折
も
経
験
し
た
が
、
授

業
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
憧
れ
の
保
育
者

と
出
会
い
、
再
度
勉
強
に
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
市
職

員
と
し
て
地
域
に
つ
な
が
り
を
作

り
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
第
一
に
考
え

る
保
育
者
を
目
指
し
た
い
。

合格者インタビュー

み
や
ぎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

石
巻
市
の
Ｐ
Ｒ
映
像
制
作

出願受付中出願受付中
★詳細はホームページで
必ずご確認ください。

【一般選抜Ａ日程】 【特待生選抜】

１/17金 ※消印有効出願締切日
試 験 日 １/30木

【一般選抜Ｂ日程】

２/１土～20木 ※消印有効

試 験 日 2/27木
出 願 期 間

【大学入学共通テスト利用選抜Ｂ日程】
２/３月～13木 ※消印有効出 願 期 間

第７回石巻専修大学第７回石巻専修大学
研究シェアリング・プログラム研究シェアリング・プログラム

　本学の研究ブランドの発信、技術開発と交流を目指し、　本学の研究ブランドの発信、技術開発と交流を目指し、
石巻地域の企業に研究内容や成果を公開します。石巻地域の企業に研究内容や成果を公開します。
■日時：２月28日（金）14：00～ 16：00■日時：２月28日（金）14：00～ 16：00
■会場：石巻専修大学５号館３階学生ホール■会場：石巻専修大学５号館３階学生ホール
■事前申込が必要です（無料）。■事前申込が必要です（無料）。
　【締切】２月27日（木）　【締切】２月27日（木）

申し込み
フォーム▶

保育学研究室
図書館ボランティア 親子向けイベント親子向けイベント

イオンモール石巻で初開催


